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第
三
十
六
回
市
民
美
術
展
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
二
〇
二
一
年
開
催
を
中
止
し
て
二
〇
二
二
年

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
展
者
と
来
場
者
は
若
干
減

少
し
た
も
の
の
六
十
五
名
が
出

展
、
八
百
四
人
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。
開
催
を
待
ち
望
む

市
民
の
多
い
こ
と
に
実
行
委
員

も
ホ
ッ
と
す
る
と
同
時
に
、
市

民
美
術
展
の
重
要
性
と
活
動
の

や
り
が
い
を
改
め
て
感
じ
た
次

第
で
す
。
ま
た
、
新
し
く
七
名

が
出
展
さ
れ
た
こ
と
は
絵
仲
間

が
増
え
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

の
作
品
が
楽
し
み
で
す
。

　
市
民
美
術
展
は
絵
の
好
き
な

実
行
委
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
術
展
へ
の
発
表
や
受
賞
が

き
っ
か
け
で
、
生
涯
の
趣
味
と

し
て
長
く
楽
し
ん
で
い
る
方
も
大
勢
い
ま
す
。

絵
を
描
く
こ
と
、創
作
の
喜
び
は
活
力
を
生
み
、

暮
ら
し
に
も
潤
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
上
手
い
下

手
は
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
、
思

い
、
記
憶
、
さ
ら
に
将
来
の
希
望
を
表
現
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
市
民
美
術
展
は
絵
を
楽
し

む
市
民
が
発
表
し
て
観
る
場
で
す
。

　
同
時
に
、
作
者
の
多
く
は
高
齢
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
精
魂
込
め
た
作
品
に
、
元
気

で
は
つ
ら
つ
と
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
互
い
に

確
か
め
あ
う
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
作

品
を
出
展
し
よ
う
か
？

　
賞
は
気
に
せ
ず
、
今

年
も
思
い
を
巡
ら
し
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

□
第
三
十
六
回
展
の
受
賞
者

　
▽

市
民
美
術
展
賞

　
設
楽
征
克
「
牧

場
遠
景
」
油
彩
Ｆ
100
号
▽
江
別
市

文
化
協
会
理
事
長
賞

　
岡
村
祐
子

「
風
光
り
、
春
芽
吹
く
」
油
彩
Ｆ

80
号
▽
江
別
市
長
賞

　
宮
野
政
子

「
五
月
の
羊
蹄
山
」
水
彩
Ｆ
40
号

▽
江
別
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

田
村
道
子
「
初
夏
に
響
く
水
の
音
」

油
彩
Ｆ
60
号
▽
諏
訪
田
賞

　
秋
山

憲
「
生
き
る
力
」
ア
ク
リ
ル
Ｆ
100

号
▽
江
別
美
術
協
会
会
長
賞

　
竹

森
登
美
子
「
大
雪
山
に
抱
か
れ
て

（
比
布
町
）」
油
彩
Ｆ
100
号
▽
奨
励

賞
　
片
瀬
恵
子
「
は
な
」
水
彩
Ｆ

30
号
、
堀
部
敏
「
あ
か
ね
雲
」
版

画
Ｆ
12
号
▽
小
品
奨
励
賞

　
保
科

美
智
子
「
バ
ケ
ッ
ト
を
囲
む
秋
」

油
彩
Ｆ
10
号
、
大
内
孝
典
「
ア
オ
サ
ギ
」
水
彩

Ｐ
6
号
、
西
孝
明
「
七
月
の
渓
流
」
水
彩
Ｆ
10

号
、
岡
田
秀
治
「
江
別
大
橋
か
ら
美
原
大
橋
を

望
む
」
水
彩
Ｆ
六
号
、小
濱
健
一
「
画
（
か
く
）

Ｒ
4
-
1
」
パ
ス
テ
ル
Ｆ
6
号

（
江
別
市
民
美
術
展
実
行
委
員
長

　
砂
山

　
信
一
）

　
第
六
十
九
回
江
別
市
民
文
化
祭
の
展
示
部
門

に
、
孔
版
画
を
中
央
公
民
館
で
展
示
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
十
一
月
三
日
よ
り
五
日
ま

で
、
前
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
の
消
毒
を

実
施
百
七
十
九
名
の
来
場
の
方
々
に
、
額
入
を

含
め
二
十
一
点
の
作
品
を
鑑
賞
し
て
頂
き
ま
し

た
。
又
、
十
一
月
十
二
日
と
十
三
日
に
は
、
第

四
十
九
回
石
狩
管
内
郷
土
芸
術
祭
の
展
示
部
門

に
も
参
加
し
、
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
、
孔
版
画
に
よ
る
令
和
五
年
度

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
初
め
て
展
示
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

終
息
し
、
作
品
の
製
作
者
と
会
場
に
足
を
運
ん

で
く
れ
た
方
々
が
、
気
軽
に
交
流
出
来
る
文
化

祭
に
な
る
こ
と
を
、
祈
念
す
る
だ
け
で
す
。

（
代
表

　
佐
藤

　
貞
男
）

市
民
美
術
展

　
　
　
●
令
和
4
年
10
月
26
日
～

　
　
　
　
11
月
1
日

　
　
　
●
野
幌
公
民
館
ホ
ー
ル 

・

　
　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

孔 

版 

画 

展

　
　
　
　
●
令
和
4
年

　
　
　
　
　
　
11
月
3
日
～
5
日

　
　
　
　
●
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
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江
別
市
民
文
化
祭
に
併
せ
、
江
別
市
菊
友

会
の
市
民
菊
花
展
は
三
年
以
上
続
く
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
会
員

の
大
菊
・
小
菊
・
懸
崖
な
ど
百
八
十
鉢
以
上

の
出
品
展
示
に
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場
者

二
百
六
十
余
名
と
例
年
通
り
の
開
催
が
で
き

ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
五
年
は
江
別
市
の
花
で
も
あ
る「
菊
」

の
普
及
、
会
員
の
技
術
向
上
、
初
心
者
向
け

の
講
習
等
、
親
睦
な
ど
徐
々
に
活
動
を
再
開

さ
せ
て
行
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
春
、
小
さ
な
苗
か
ら
育
て
は
じ
め
、
秋
の

文
化
祭
に
向
け
て
た
っ
ぷ
り
の
時
間
と
愛
情

を
か
け
な
が
ら
優
雅
な
開
花
を
楽
し
み
に
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
手
入
れ
し
ま
す
。

　
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
一
緒
に
や
っ
て

み
た
い
方
は
事
務
局
又
は
会
員
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
堀
込

　
廣
市
）

　

江
別
市
長
賞

二
川
原

　
登

江
別
市
議
会
議
長
賞

菅
野

　
礼
子

江
別
市
教
育
長
賞

臼
井
美
和
子

江
別
市
文
化
協
会
理
事
長
賞

宮
川

　
恭
一

江
別
短
歌
会
会
長
賞

長
谷
川
敬
子

北
海
道
新
聞
社
賞

村
山

　
綾
子

こ
わ
ご
わ
と
植
え
し
椿
の
花
開
き

 

庭
一
番
の
役
者
と
な
り
ぬ

二
夏
を
空
き
家
と
な
り
し
窓
に
灯
の

 

と
も
り
ゐ
て
人
の
住
む
温
さ
か
な

剪
定
の
手
を
一
休
み
亡
き
夫
の

 

思
い
残
せ
る
辛
夷
が
戦
ぐ

光
な
き
辻
井
伸
行
ピ
ア
ノ
曲

 

希
望
に
溢
る
音
色
に
感
動

は
ち
ま
き
は
銀
座
の
手
拭
え
い
え
い
と

 

地
球
の
縁
の
大
根
を
抜
く

残
忍
な
ニ
ュ
―
ス
続
け
ど
い
ま
し
が
た

 

誕
生
祝
の
花
束
届
く

市 

民 

菊 

花 

展

　  

●
令
和
4
年
11
月
3
日
～
5
日
／
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

短 

歌 

大 

会

　
　
　
　
●
令
和
4
年
10
月
23
日

　
　
　
　
●
野
幌
公
民
館
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●
一
般
の
部 

入
賞
作
品

　
市
長
賞

大
花
野
昔
木
製
飛
行
場

横
山
い
さ
を

　
議
長
賞

花
鋏
の
が
れ
て
風
の
吾
亦
紅

中
村
ひ
ろ
む

　
教
育
長
賞

文
化
祭
青
き
太
陽
見
つ
け
た
る

丹
羽

　
雅
春

　
文
化
協
会
理
事
長
賞

戯
れ
あ
ふ
て
頭
を
打
ち
あ
へ
り
吾
亦
紅

古
川
ウ
ヰ
子

　
横
山
い
さ
を
講
師
賞

北
へ
行
く
一
本
道
の
虫
の
闇

西
村

　
榮
一

　
江
別
俳
句
会
代
表
賞

支
笏
湖
を
手
鏡
と
し
て
雁
渡
る

安
井

　
　
強

　
● 

中
学
生
の
部 

入
賞
作
品

　
天

　
賞

伊
予
柑
の
か
お
り
を
つ
つ
む
大
き
な
手

江
陽
中
学
校
三
年

　
山
田

　
裕
奈

　
地

　
賞

滝
落
ち
て
真
珠
川
面
を
飛
び
跳
ね
り

大
麻
中
学
校
三
年

　
金
山

　
壮
平

　
人

　
賞

渡
り
鳥
く
の
字
き
れ
い
に
ど
こ
ま
で
も

　

江
別
第
二
中
学
校
二
年

　
石
田

　
昂
聖

　
優
秀
賞

大
根
が
届
く
玄
関
そ
ん
な
時
期

江
別
第
二
中
学
校
二
年

　
河
瀬
埜
々
子

君
は
今
空
を
眺
め
る
冬
銀
河

江
別
第
二
中
学
校
二
年

　
菊
地

　
　
暖

短
夜
や
語
り
明
か
し
て
北
の
宿

大
麻
東
中
学
校
三
年

　
生
田

　
那
奈

静
け
さ
や
ね
ぶ
た
の
顔
も
ハ
の
字
眉

大
麻
中
学
校
三
年

　
小
向

　
伊
織

朝
の
風
ち
く
ち
く
ち
く
り
冬
の
匂
い

中
央
中
学
校
三
年

　
村
上
ひ
な
た

　
● 

高
校
生
の
部 

入
賞
作
品

　
天

　
賞

照
紅
葉
夢
握
り
た
る
赤
子
の
手

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校
三
年

　
原
田

　
佳
苗

　
地

　
賞

マ
フ
ラ
ー
に
首
を
う
ず
め
て
待
つ
ホ
ー
ム

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
一
年

　
興
村

　
　
葵

　
人

　
賞

月
に
咲
く
月
下
美
人
は
淡
い
恋

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
一
年

　
小
林

　
　
心

　
優
秀
賞

宮
島
の
鳥
居
と
鹿
が
い
い
感
じ

江
別
高
等
学
校
二
年

　
澤
田
く
る
み

け
も
の
道
ど
ん
ぐ
り
落
す
小
さ
な
影

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
一
年

　
森
田

　
真
由

木
枯
ら
し
が
後
ろ
姿
を
過
ぎ
て
ゆ
く

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
一
年

　
野
澤
直
太
郎

雪
虫
が
顔
に
ぶ
つ
か
る
冬
が
来
る

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
三
年

　
鰐
渕

　
遙
斗

落
ち
葉
踏
み
奏
で
ら
れ
る
は
行
進
曲

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
三
年

　
溝
部

　
皓
平

俳 
句 

大 

会

　
　
　
　
●
令
和
4
年
10
月
30
日

　
　
　
　
●
中
央
公
民
館
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江
別
市
長
賞

少
年
の
青
き
う
な
じ
に
降
る
戦
火

福
栄

　
知
舟

　
江
別
市
教
育
長
賞

陽
だ
ま
り
に
等
身
大
の
笑
い
声

宇
佐
美
愼
一

　
文
化
協
会
理
事
長
賞

逢
い
た
く
て
水
玉
の
傘
く
る
く
る
り清

水
ひ
ろ
子

　﹁
模
様
﹂
浪
越
靖
政
選

逢
い
た
く
て
水
玉
の
傘
く
る
く
る
り

清
水
ひ
ろ
子

遮
断
機
の
向
こ
う
は
か
す
み
恋
模
様

岡
本
恵
美
子

木
漏
れ
日
の
模
様
を
つ
け
て
逢
い
に
ゆ
く

落
合

　
魯
忠

　　﹁
旅
﹂
清
水
ひ
ろ
子
選

山
が
呼
ぶ
海
が
待
つ
か
ら
旅
は
好
き

梶
原

　
百
華

柔
ら
か
な
翼
広
げ
て
子
は
巣
立
つ

宇
佐
美
愼
一

神
の
手
の
中
で
私
の
旅
つ
づ
く

佐
藤

　
芳
行

　　﹁
あ
お
い
﹂
坪
井

　
政
由
選

あ
お
い
ま
ま
温
め
て
い
る
秘
め
た
恋

川
本

　
菖
香

余
白
あ
り
ま
だ
ま
だ
青
い
未
来
地
図

清
水
ひ
ろ
子

少
年
の
青
き
う
な
じ
に
降
る
戦
火

福
栄

　
知
舟

　　﹁
自
由
吟
﹂
佐
藤

　
芳
行
選

陽
だ
ま
り
に
等
身
大
の
笑
い
声

宇
佐
美
愼
一

昨
夜
か
ら
儚
き
人
の
午
後
を
知
る

落
合

　
魯
忠

艶
や
か
に
生
き
抜
き
瑠
璃
の
彩
に
染
む

福
栄

　
知
舟

　
　
▼
優

　
勝

　
落
合

　
魯
忠

　
　
▼
準
優
勝

　
宇
佐
美
愼
一

　
　
▼
三

　
位

　
清
水
ひ
ろ
子

　
　
▼
四

　
位

　
福
栄

　
知
舟

　
　
▼
五

　
位

　
横
堀
由
紀
子

　
　
▼
六

　
位

　
岡
本
恵
美
子

　
　
▼
新
人
賞

　
藤
岡

　
章
一

〈
参
加
人
数
五
十
六
名

　
集
句
三
百
九
十
八
句
〉

【 舞台部門】

　 令和4 年9月11日（ 日） 、石狩市花川北コ ミ ュ ニティ セン

タ ーで開催さ れ、開会式で、石狩管内の「 文化奨励賞」 と し

て津澤美智子さ ん（ 大麻千鳥会会長） が表彰さ れまし た。

　 また、 「 語り ・ ひと り 芝居ぐ るーぷう るう る亭」 が出演

し まし た。

【 展示部門】

●Ｂ ブロッ ク 作品展を終えて

　 令和4年11月12日（ 土） 、 13日（ 日） の2日間、 江別市コ

ミ ュ ニティ ーセンタ ーホールを会場に、 4年に1度の江別市

開催を 多く の観覧者（ 340余名） の皆さ んと と も に楽し み

まし た。 参加4市町村の特色ある 作品群に心癒さ れる 秋の

ひと 時と なり まし た。 次回は新篠津村での開催が予定さ れ

ています。 是非お出掛け頂き 、 ご観覧く ださ い。

　 　 　   第4 6 回道民芸術祭 兼 第4 9 回石狩管内郷土芸術祭令和4年度

川 
柳 

大 

会

　
　
　
　
●
令
和
4
年
10
月
22
日

　
　
　
　
●
野
幌
公
民
館


